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名古屋市立大学病院皮膚科において、2010 年から 2014 年の間で生物学的製剤投与を行った乾癬
患者 182例のうち、解析可能であった 113例（インフリキシマブ(IFX)73例、アダリムマブ(ADA)24
例、ウステキヌマブ(UST)16 例）について、血清 IL-6 値の解析を行った。IFX は 0、6、14、22
週時点、ADA は 0、8、16、24 週時点、UST は 0、４、16、28 週時点を解析の対象とした。皮
膚症状の指標として PASI スコアを、関節症状の指標として DAS28-CRP を用いた。 
 
結果 
内訳は尋常性乾癬 58 例、関節症性乾癬 46 例、膿疱性乾癬 13 例（関節症性乾癬と膿疱性乾癬の
合併：4 例）であった。0 週時点での PASI スコア、血清 IL-6 値は IFX 投与群でやや高かった。
また、各病型間での PASI スコアには有意差が見られなかったが、血清 IL-6 値は関節症性患者群
において有意に高値であった。 
次に、皮膚症状及び関節症状と血清 IL-6 値の関連について検討した。尋常性乾癬患者では、PASI
スコアと血清 IL-6 値は相関があった(r=0.432)。関節症性乾癬患者では、DAS28-CRP と血清 IL-6
値は相関があった(r=0.469)。 
生物学的製剤投与による血清 IL-6 値の変化について検討した。IFX 投与群、ADA 投与群、UST
投与群いずれにおいても、投与後の PASI スコアは 0 週時点よりも有意に改善した。全乾癬患者
において、IFX および ADA 投与により血清 IL-6 は有意に低下した（IFX：治療前 4.8pg/ml 後 
1.5、ADA：前 2.5 後 1.4）。一方 UST 投与では変化が見られなかった（前 1.4 後 1.3）。ま
た、関節症性乾癬患者においても同様に IFXおよびADAで低下がみられた（IFX：前 6.6 後 1.6、






血清 IL-6 値は PASI スコアと DAS28-CRP と相関することより、乾癬患者において、皮膚症状お
よび関節症状と相関すると考えられる。投与開始時の血清 IL-6 値が IFX 投与群で高値であった
ことから、より重症な症例に IFX を投与している傾向があることが推測される。IFX および ADA
で血清 IL-6 値が低下したのに対し、UST では変化がなかった理由として、投与開始時の血清 IL-6
値の違いが最も考えられるが、IFX および ADA（TNF 阻害薬）と UST（IL-12/23 阻害薬）の作







      
 論文審査の結果の要旨 






【方法】名古屋市立大学病院皮膚科において、2010 年から 2014 年の間で生物学的製剤投与を行った
乾癬患者 182 例のうち、解析可能であった 113 例（インフリキシマブ(IFX)73 例、アダリムマブ
(ADA)24 例、ウステキヌマブ(UST)16 例）について、血清 IL-6 値の解析を行った。皮膚症状の指標と
して PASI スコアを、関節症状の指標として DAS28-CRP を用いた。 
【結果】尋常性乾癬 58 例、関節症性乾癬 46 例、膿疱性乾癬 13 例であった。0 週時点での PASI スコ
ア、血清 IL-6 値は IFX 投与群でやや高かった。また、各病型間での PASI スコアには有意差が見られ
なかったが、血清 IL-6 値は関節症性患者群において有意に高値であった。尋常性乾癬患者では、
PASI スコアと血清 IL-6 値は相関があった(r=0.432)。関節症性乾癬患者では、DAS28-CRP と血清 IL-
6 値は相関があった(r=0.469)。IFX 投与群、ADA 投与群、UST 投与群いずれにおいても、投与後の
PASI スコアは 0 週時点よりも有意に改善した。全乾癬患者において、IFX および ADA 投与により血清
IL-6 は有意に低下した（IFX：治療前 4.8pg/ml 後 1.5、ADA：前 2.5 後 1.4）。一方 UST 投与で
は変化が見られなかった（前 1.4 後 1.3）。また、関節症性乾癬患者においても同様に IFX および
ADA で低下がみられた（IFX：前 6.6 後 1.6、ADA：前 3.7 後 1.9）。最後に、関節症状の治療予
測因子としての有用性を検討した。DAS28-CRP<2.3（EULAR 寛解基準）を達成した群の治療前血清 IL-
6 値は、非達成群に比べ、有意差はないものの、低い傾向がみられた。 
【考察】血清 IL-6 値は PASI スコアと DAS28-CRP と相関することより、乾癬患者の皮膚症状および関
節症状と相関すると考えられる。投与開始時の血清 IL-6 値が IFX 投与群で高値であったことから、
より重症な症例に IFX を投与していることが推測される。IFX および ADA で血清 IL-6 値が低下した
のに対し、UST では変化がなかった理由として、投与開始時の血清 IL-6 値の違いが最も考えられる
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